◎　臨時理事会議事録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ17/2/5

山梨工業会関西支部支部長　林　　修

○　日時　　平成17年1月28日（金）18時～21時　

○　場所　　中央電気倶楽部（317号室）・・・・大阪堂島浜・・・・

· 出席者　林支部長、田中顧問、望月、赤岡、宮川、菊島、原、種村の各副支部長。

饗場、大貝、山下、江藤、木下、杉田、土井、村松、梅沢、加藤の各理事

牧野監事。の19名（当日欠席の寺澤理事除く）　順不同

　　委任理事　辰巳、砂田、南山、太白、牛山、新畑、都築、角田、鈴木、樋口、猪早、

　　　　　　倉掛、小堀、畦倉、中井、輿水の16名（風邪等の体調不良、職務など）

　　連絡不詳　阿尾理事、渡邊顧問

◎　議題　（18時～19時10分）

1.　中央電気倶楽部へ入会の件（本部理事会報告を含めて）

1 林支部長より、昨年11/19（金）第1回の交流会後、中央電気倶楽部を今後の交流会の場とすることへの提起の経緯。中央電気倶楽部に関西支部が団体会員として入会する為には入会金7万円と年会費5万4千円が必要で、入会金7万円は、昨年12月の本部理事会にて、今後の各支部活性化投資と理解することとし、本部が負担する。各支部が当該地区で適切な施設を利用できるように本部は入会金分を来年度予算計上する、年会費は各支部で負担すること等が本部で審議された旨の経過報告の後、　　　　本件の年会費5・4万円は、受益者負担として支部が負担し、できるだけ多くの会員が施設の活用が出来る様に推進することを踏まえ、出席理事全員の承認を得た。

2 関西支部会員への「電気倶楽部入会・活用」の通知は、３月発行の山梨工業会会報第99号にて周知を図る（例年裏表紙に添付の関西支部総会の案内に付記掲載）。

関西支部ホームページにも掲載し周知徹底を図る。

2.　今後の交流会活動について

　　今後の交流会は、３月（3/18）、７月（7/15）の第３金曜日とする。理事各位の積極

　　参加と知り合いの会員をお誘い頂き盛り上げ支援を願います。

交流会担当者（牧野）から、登録メンバーに倶楽部の講演会なり情報を毎月伝達し、大いに倶楽部施設の活用をしていただく。また、関西支部ホームページにも情報を掲載する。

3. 産官学連帯について

　　　原　光正副支部長が、この１月、京都の国立京都国際会館にて、第３回２１世紀大学フオーラムの基調講演「２１世紀の大学教育への提言」として堀場雅夫氏（堀場製作所会長）の講演を聴講された感想を資料配布とともに説明していただいた。

4. その他　

1 総会を充実させるための意見交換の中で、特に効率的な総会出席者動員の為の会員への「往復はがきの宛名書きと出し方」について各理事から有益なご意見があり土木科の山土梨会（約50名）の総会参加者への勧誘を図るため、事務局（田中顧問）の過去の総会案内データとの摺り合わせ（宮川副支部長）を早急に実行、往復はがきの宛名書きを各理事が分担する（7/15の交流会時に各理事の思いを入れた宛名選び）等と「往復はがき」の「必ず返信してもらう工夫」等、今後、更に検討充実させる。

2 総会の講演会について、臨時理事会の後日、支部長が本部との連絡の中で、10月16日（日）の支部総会の講演は、山梨大学学長・貫井英明氏の「法人化の山梨大学の現状と課題」と題しての特別講演が実現可能となり、決定致しました。

· 新年懇親会（19時20分～21時）

田中顧問の乾杯の音頭で始まった新年会は和気藹々の懇親会になり、名残を惜しむ雰囲気の中で望月副支部長の中締めでお開きしたが、先のスマトラ島沖地震の大津波惨事から危うく難を逃れ地震の二日前に自宅に帰った饗場理事の幸運を称えて加藤理事の万歳三唱で散会となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上（牧野記）　

